
稲毛海浜公園観察会 

冬こそ探そう公園の鳥たち 

山口 正明（船橋市） 

日 時：2025 年 2 月 15 日（土）10：00～12：00（干潮 12：39）、天候：快晴 

参加者：26 名（大人 23 名、子ども 3名）、中央・美浜公園緑地事務所 1名 

担当指導員：田島、藤井、山口 

快晴で風もなく、比較的暖かい一日。鳥を見分けるヒントや見られる可能性のある鳥を配布資

料で確認し、双眼鏡を実際に試しに使ってみ

て、出発です。多くの参加者が双眼鏡持参でし

たが、用意した双眼鏡６台のうち５台を貸し出し

ました。下見でもあまり種数は多くなかった所な

ので、こういう時こそ観られた鳥をじっくり観察。 

まずは、カラス。ハシブトガラスとハシボソガラス

の違いや、カラスの好きな食べ物などを、田島さ

んがクイズ紙芝居。「こんなにカラスのことを観た

り考えたりしたことがなかった」と参加者の声も。 

次にヒヨドリが現れじっくり観てもらった上で、

ここでもクイズを藤井さんが披露。ヒヨドリの特徴

に加えて、ヒヨドリがほぼ日本固有種で世界の

バードウォッチャーがヒヨドリを観に日本に来るとの説明に、一同「ホ～」と驚きの声。 

メジロも現れたので近くのツバキの花弁に残る爪の跡を観ます。「メジロは何をしにツバキに来る

のかな？」とこちらの質問に、小学生の女の子が「蜜を吸いに来る」とご名答。ツバキレストランでは

メジロは鳥媒の労力提供で料金を払っている関係を理解してもらいました。池でオナガガモとユリカ

モメがのんびり。こちらものんびり時間をかけて観察。オナガガモの雌雄の外見の違い、水面で餌

を採るカモと潜水して潜るカ

モの２パターン、防水・防寒

の仕組み、この時期にカップ

ル作りを急ぐ理由などを考え

てみてもらいました。 

その後、海へ。突堤の海

面にヒドリガモが。さらに参加

者が遠く突堤の先端付近に

数羽の小鳥を発見。ミユビシギでした。上空にはセグロカモメも。 

最後の振り返りでは、鳥の生態等について色々な質問もあり、皆さん興味深く楽しんでいただけ

たようでした。前年の反省（一部に話が聞こえにくかったと）を踏まえ、今回はマイクも活用しました。 

オナガガモ 
ユリカモメ 


